
資料６

第３期区民会議テーマ（課題）アンケート集計表

番 分　野
地域課題として情報共有や

解決に向けて協議をしたい事項
課題解決に向けたアイディアや

他都市などで導入されている事例などの
委　員

1 災害を防止する「防災訓練」
・「災害時に一人も見逃さない」運動として
自主防災組織と民生委員・児童委員の連
携、交流を深め情報共有を進める

冨　岡

2

大地震が発生した場合、人命救助が最優先さ
れることは当然であるが、中原区全体として安
否確認～救出～避難誘導体制の整備が必要
と思う。
町内会・自治会、地区社協、地区民協が連携
し、それに行政が加わって一体的な災害対策
の構築が必要と感じている。

行政が実施している災害時要援護者避難支援制度
による要援護者に加え、災害弱者を75歳以上の高齢
者と障害者児とする。本人の同意を得て名簿とマップ
を作成し、各避難所毎に安否確認～救出～避難誘
導体制を確立することが必要である。

青　木

3 鉄道駅周辺の放置自転車の解消

・利用駅まで徒歩15分くらいの通勤・通学の方は、健
康維持のため歩くことを敢行する→地域の町内会の
協力を引き続きお願いしたい。
・買い物に利用されている自転車の駐輪緩和制度
（当該店舗前限定の優遇措置）を作り、駐輪マナーの
向上を目指す。

芳　賀

4 自転車の乗り方マナー
・傘を差しながらの運転など、運転者と歩
行者の安全確保を目指してマナーの周知
徹底

岡　本

5 地域防災ネットワークの充実

・地域住民への理解・協力を周知徹底
・関係者だけではなく、広範囲な取り組みとし
て、いざという時に備え助け合える防災訓練を
実施する。

松　本

6 自転車走行における問題
走行レーン、走行中の携帯電話、雨の時
の傘差し運転、歩道の狭さ

矢　野

7 歩きタバコの禁止、喫煙場所の設置 矢　野

8
防災・避難所の周知と被災時の対処
法

町内会活動（下新城） 大　下

9
防犯対策・空き巣や自転車盗難が何
故無くならないのか

中原区防犯ネットワーク
(nakahara@bouhan-network.com) 大　下

10
自助努力で災害時（地震・水害等）
に、小地域でどこまでネットワークが
できるか

災害発生時に、行政が不在時を想定して、町会等
で、住民の安心安全につながるネットワークが出来る
か話し合いたい。町会長、役員と民児協（地区）、社
協（地区）でかなりの可能性あり。

杉野

11

直下型地震発生の際に、避難所の４
割が耐震不足（政府中央防災会議調
査・平成19年5月23日）
地域防災の担い手を育てよう

川崎市中原区の避難所の耐震性はどうか？⇒川崎
市では45棟の耐震性が不足（平成20年6月21日）
防災中学生は即戦力。川崎市でも幼稚園児から中高
生まで年代別にテキストを作成。東京都杉並区中学
校でレスキュー隊を結成、新年度には前項で編成を
目指す。

松原

12 自転車も運転免許制へ

モラル無き走行に怖さを感じる。2008年自転車事故
総数162,525件、10年前より14％増えている。中でも
対歩行者事故3,000件近く10年前の4.5倍。
自転車を運転免許制とし、自転車を購入する人に、
走り方ルールの受講を義務付ける。その上で免許書
を発行、酔っ払い走行とか危険走行をしたら罰金を
科したうえ、免許を取り上げ自転車に乗れなくする。

松原

13
綺麗で清潔な街づくりに取り組む
（④に再掲）

暗い場所やゴミが多い場所などの清掃活動を通じ
て、綺麗で清潔な街づくりに取り組み、犯罪などが起
きない、安心して生活できる環境にする。

稲富

（１）防災又は地域交
通の向上など安全で
快適な暮らしを支え
るために
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資料６

番 分　野
地域課題として情報共有や

解決に向けて協議をしたい事項
課題解決に向けたアイディアや

他都市などで導入されている事例などの
委　員

14
ますます高齢化社会！
お年寄りに娯楽の提供をしたい

丸子地区商店街連合会では、毎年１回落
語を楽しむ会を開催して好評を得ていま
す。

川　連

15
高齢者に優しいまちづくり
（不便や寂しさを感じている人）

・一人暮らしの方に買い物代行などの手伝
い
・声かけ（挨拶）や相談相手など

岡　本

16

小学校では「敬老の日」に合わせて地域
のお年寄り達と交流していますが、日常
的な世代間交流が希薄になっている為、
場の提供が必要（③に再掲）

・メディアを介しての情報ですが、ある県の保育
園では、リタイアされた方々を保育園士として
雇用し、日常的に触れ合っている園があり、と
ても良い相乗効果が得られている。

川　﨑

17
福祉のまちづくり
地域福祉コーディネーターの育成

・バリアフリーのまち、地域の団体力を養う福祉のこ
ころ講座の開催
・団体間交流、情報共有、学校・家庭・地域の連携強
化（顔の見える関係）
・活動の担い手として若い人材の育成

松　本

18
高齢者による公園を活用した子育て
支援（③、⑦に再掲）

中原区内の各町内会には公園が各1箇所あります。
現在中原区は人口が増加して子供さんが多くなり、
子供たちが砂場を利用することも多くあります。また、
公園は自然が残っているところもあり子供さんが遊ぶ
には安全で良い場所と思います。
現在中原区は保育所・託児所が不足しているので、
私設の保育所・託児所の子供さんたちが保母さんに
連れられて公園の砂場で遊んでいるところを見ること
が多くあります。この機会に、町内会・老人会等の皆
さんとともに子供さんたちと話をしたり、お年寄りの経
験・知恵を教えながら楽しんで遊んだりすることで、
子

・房

19
ボランティア不足の解消
（⑦に再掲）

町会始め諸団体で後継者不足、ボランティア不足は
最重要課題です。福祉協力員、福祉員などを早急に
考えなければならない。

杉野

20 地域の中で子育て支援の充実
・子育てサロン等への専門家による講座開
催支援
・多種多様な子育て情報の提供

村　山

21 子育て支援・教育

・町会の子ども会活動での「命の大切さ」を教
え、食育や体操、スポーツ等を充実
・「こんにちは赤ちゃん訪問員」「子育てサロン」
「通学時学童の安全確保運動及びあいさつ運
動」などの連携交流

冨　岡

22
子育てをしている母親に対する取り組
み

・悩みを持っている人たちの話し相手にな
る機会が持てるように取り組む

藤　嶋

23

児童･生徒の犯罪や非行を防止する方策
として、乳幼児段階での心の教育が必要
である。この教育により、犯罪・非行に向
かう芽を摘むことが可能となる。

「こんにちは赤ちゃん訪問員活動」と「子育てサ
ロン」による協働事業及び保育園・幼稚園並び
に小学校低学年（０歳～８歳）までを対象に心
の教育を一貫して徹底的に実施する。

青　木

24 子育て（小・中・高）支援

・見守り、挨拶運動の継続的な展開
・地域、学校行事の連携（祭り・文化祭・運動会での
交流や総合学習支援）
・施設の利用連携（学校・こ文・憩いの家）→利用対
象年齢の枠を外し、相互の行事で交流を図る。

芳　賀

25 父親の子育て参加

・地域を知る（環境・組織・団体）→地域活動に親子
参加を呼び掛ける
（子どもの頃から地域に目を向ける意識を育てる）
・父性の再生→フォーラムの開催

松　本

（２）福祉の推進、健
康の増進など幸せな
暮らしを支えるために

（３）子育て、教育など
人を育て心を育むた
めに
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資料６

番 分　野
地域課題として情報共有や

解決に向けて協議をしたい事項
課題解決に向けたアイディアや

他都市などで導入されている事例などの
委　員

26
大人のマナーアップ（青少年健全育
成）

社会人としてお手本となる大人から姿勢を正す運動
「ステキな大人と出会おう」（キャンペーン・ポスター） 松　本

27
社会教育・先輩から後輩へ伝承する
心の成長支援

ガールスカウト神奈川１７団（川崎市１大き
な団）

大　下

28 子ども支援・子どもの遊び場作り
公園は誰のための場所？ ボール遊びは
何処でできるの？公園遊具は全て本当に
危険なのか

大　下

29
高齢者による公園を活用した子育て
支援

（③に本掲、⑦に再掲、内容記載省略） ・房

30

小学校では「敬老の日」に合わせて地域
のお年寄り達と交流していますが、日常
的な世代間交流が希薄になっている為、
場の提供が必要

（②に本掲、内容記載省略） 川　﨑

31 地域で取り組む環境対策
・ボランティアによる清掃活動
・大掃除大会のイベント開催

村　山

32
多摩川を軸とした自然回帰
（多摩崖線～井田山へと繋ぐ水と緑の
確保）

・静岡市→「清流の部創造課」がある
・日野市など→「清流課」
（多摩川用水を基準とした取り組み）

鈴　木

33
ごみの集積場所以外に大型ゴミがあ
る

・委員として、地域の人と一緒になってゴミ
を取り払い、常に町の中を綺麗にする。

藤　嶋

34 温暖化対策

・区内の緑被率を上げる→各戸１木１草運動を展開、
緑を増やし気温の上昇を押える（緑のカーテン・屋上
緑化など）。
・コンクールを行い運動の啓発をする→植樹・植花を
敢行するだけではなく、温暖化抑制に寄与しているか
を査定する。

芳　賀

35

発展している中原を元気で心豊かなまち
に
･各エリアで特徴を伝える
・自然体験

・農家と連携し、農産物を伝えると共に高齢者から料
理を伝承する。
・井田山、二ヶ領用水等の生物の生息を知る。
　→まちを知る、共生している自覚を促す。
・自然体験を通じて、若い世代へ魅力を伝達

岡　本

36 地域温暖化対策
・エコマットを利用した緑化対策
（地上、屋上の緑化推進）→群馬大学・東
京都加賀小学校

寺　岡

37
環境の取り組みによるコミュニティの
活性化

・生ゴミを処理し、肥料として草花を育てる
　　→ゴミ対策・コミュニケーションの醸成
　　　→コミュニティの活性化

寺　岡

（４）緑の保全、ごみ
の抑制など自然環境
又は生活環境を向上
させるために
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資料６

番 分　野
地域課題として情報共有や

解決に向けて協議をしたい事項
課題解決に向けたアイディアや

他都市などで導入されている事例などの
委　員

38 地域環境の向上
・漠然としていますが、皆様と話し合ってい
く中で、何か形が出来ればと思っていま
す。

川　﨑

39
ヒートアイランドの詳細検討、区内で
の実態調査（再開発による影響データ
の入手）

高津区役所と首都大学東京の連携、ボラ
ンティアの協力で２００９年に調査が実施さ
れた。

板　倉

40
温暖化対策・緑地を増やそう！屋上
にビオトープを！

鶴見　自然環境館のビオトープ 大　下

41
ゴミの有料
（平成２３年全市でミックスペーパー回
収）

横浜市では無料分別違反に罰金。政令市なども相次
ぎ導入、熊本市では平成２１年１０月から有料。札幌
市が７月１日から有料。仙台市は平成２０年から有
料、リーダーが近所を巡り指導を実施、ルール違反
へ住民が結束。横浜市では町内会に協力金を配布、
非協力なら罰金。

松原

42 綺麗で清潔な街づくりに取り組む （①に本掲、内容記載省略） 稲富

43
新しく中原区に居住される方々と現住
民とのコミュニティに取り組み、地域組
織活動の活性化を図る（⑦に再掲）

場所の提供（紹介）し、活用に伴う場所の運営の協同
作業に取り組む。
・ 遊具（健康増進設備などを含む）のある公園や
バーベキューのできる場所などを紹介し、利用者同
士での清掃活動につなげる。
・ 緑化や環境をキーとした活動を通じ、ゴミ対策など
取り組みにつなげる。

稲富

44
中原区の産業の広報
（農業→地産地消）（工業→等々力工
業会）

・区民祭などで地場産業のブース設置
・工業会等の作品のアピール展示

鈴　木

45 道路の整備 矢　野

46
再開発事業の中で、地域の活力、商
業の活性化、空間的ゆとりある暮らし
の実現

板　倉

47 音楽のまち“中原”の創設
委員会の委員構成を見ても音楽の切り口
は必要だと思う。

川　連

48
ストリートミュージシャンの演奏場所に
ついて
（⑦に再掲）

武蔵小杉駅北口のロータリー前では数年前からスト
リートライブを行うミュージシャンを見かけるようになり
ました。しかしストリートライブの性格上、演奏場所の
管理者等の許可が無いまま行うことによるトラブルな
どもあるようです。市を挙げて取り組む「音楽のまち
づくり」、その川崎市の中心に位置し、発展著しい中
原区ですからミュージシャン、お客さんとも安心して楽
しめる場所があっても良いのではと思います。スト
リートミュージシャンが集まる街＝魅力・活力のある
街であると思います。

反町

（５）産業の振興、都
市拠点の形成などま
ちの活力を高めるた
めに

（６）文化又は観光の
振興などまちの魅力
を発信するために
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資料６

番 分　野
地域課題として情報共有や

解決に向けて協議をしたい事項
課題解決に向けたアイディアや

他都市などで導入されている事例などの
委　員

49
地域商店街と連携した活性化まちづく
り

・スタンプ、引き換え券等に代わる電子化
によるポイント制度や情報発信

寺　岡

50
区内の施設を活用した“居場所”の提
供

・区民の中にいる様々な特技をもっている
方にボランティアで出来る事柄を提供して
貰い、居場所を求めている人に振舞う。

川　﨑

51 コミュニティ・地域の仲間づくり 高齢者と幼児、小中学生と幼児・高齢者 鈴　木

52 たまり場の創出
・気軽に立ち寄れる「たまり場」が無くなってい
る現状を踏まえ、近くに集える場を創出　→（商
店街の空き店舗活用の事例がある）

冨　岡

53
公園などで早朝から若い男女のグ
ループがたむろしている

・大人が注意するのではなく、良い相談相手に
なって、一緒にその時間を過ごすよう心掛け
る。
・常に楽しい時間になるように明るく過ごす。

藤　嶋

54
地域力の醸成
（青少年や若者がまちづくりへの意識
を醸し出す取り組み）

・参加型から参画型へ
（若い人への目線で中原区の魅力や地域
課題を見つける　→　集いやアンケート）

松　本

55 世代間交流の場づくり
小地域単位（町内会・自治会会館）で子ど
もから高齢者まで参加しやすい井戸端会
議的な会合を企画

松　本

56
地域内での区民交流の促進
（特に世代間交流の場の創出）

板　倉

57
地域連携・地元区民と転入区民のコ
ミュニケーションの場作り

町内会活動・学校PTA活動 大　下

58

ご近所問題・隣に住む方との面識がな
い？『遠くの親戚より近くの
他人』は中原区には浸透しているの
か・・・

大　下

59
武蔵小杉再開発エリアの住民に向け
た情報発信

武蔵小杉再開発エリアにお住まいの方に、地域や行
政への興味や関心を持っていただくための取り組み
です。中原区にまだ十分に馴染んでいない方や、有
意義な情報をお持ちでない方に、より住みやすく充実
した生活を送っていただくための情報や機会を提供し
ます。従来から暮らしている方、市民団体、行政との
交流のきっかけを創出することは今後の中原区の活
性化やより豊かなまちづくりにつながるものと考えま
す。＜具体的なアイディア＞①インターネット等を活
用した情報配信②オープンカフェなど、イベントを活
用した情報配信と交流の促進

反町

（７）地域住民組織活
動、まちづくり活動な
ど市民自治を推進す
るために
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資料６

番 分　野
地域課題として情報共有や

解決に向けて協議をしたい事項
課題解決に向けたアイディアや

他都市などで導入されている事例などの
委　員

60 若者の地域参画の為の仕組みづくり

未来を担う若者にもっと地域参画していただき、若者
ならではのエネルギーや独創的なアイディアを中原
区のために活かしていきたいです。そのために、まず
は若者が魅力を感じる企画を立て、これまでとは異
なる方法で広報します。単発ではなく、継続的に行っ
ていくべきと考えます。そして、世代を超えた多様な
地域団体との交流や行政が行う事業や会議への参
加を気軽にスムーズに行える関係を築き「若者が積
極的に地域参画し、若者の力が活かされる街」として
いきたいです。

反町

61
ストリートミュージシャンの演奏場所に
ついて

（⑥に本掲、内容記載省略） 反町

62
イベントに参加して、地域の人との出
会いや、人との絆、交流を広めたい。

社会を明るくするには、老若男女のイベントを盛り上
げなければなりません。市民館、アリーナ等でイベン
トを開催し、人との出会いの場を促進すべきです。

杉野

63
新しく中原区に居住される方々と現住
民とのコミュニティに取り組み、地域組
織活動の活性化を図る

（④に本掲、内容記載省略） 稲富

64
高齢者による公園を活用した子育て
支援

（③に本掲、⑦に再掲、内容記載省略） ・房

65 ボランティア不足の解消 （②に本掲、内容記載省略） 杉野

66
区民から取り上げるテーマを直接聞く
方法を検討する

アンケートや聞く場の設定を検討し、実行
することが必要と考える。

川　連

67
区民会議の傍聴者が少ない
（区民の関心が無いのが現状）

・多くの区民が傍聴することが、区民会議
の広報となり、各委員の意見や取り組みが
活きてくる。

吉　房

68
地域に密着した課題として、良い点・
悪い点を出して解決していく

・小杉町二丁目町会の例として
　各役員、民生委員、子ども会と共に町内会区
域内の良い点・悪い点を会議に持ち寄って各
自が発表している　（特に良いものについては
掲示板等で知らしめる）

吉　房

69
全てのマナーが悪いので、一つのマ
ナーが守られれば全てのマナーが良
くなる

・同上
（良い点・悪い点の抽出が、会員が気付く
契機となる）

吉　房

70
第１・２期の検討テーマに対する取り
組み後の継続検証

区民会議の周知度の低さから察すると、住民ひとり
一人に深刻な地域課題として認識されていないので
はないか？
中原区は転出入が多いため、繰り返しの情報発信が
必要

松　本

（８）その他、地域課
題を解決するために
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